
231211_CASBEE-RE_2021v1.2.1(銀座イースト) 集合住宅評価結果

■使用評価マニュアル： CASBEE-不動産【集合住宅】(2021年SDGs対応版)  v1.2.1

建物概要
建物名称 敷地面積 495 m

2 評価の段階 運用段階評価

建設地 建築面積 388 m
2 評価の実施日

用途地域 延床面積 3,843 m
2 作成者 薄井　芳文

建物用途 階数 地上12F 　不動産評価員番号 ふ-000811-24
竣工年月 構造 RC造 確認日

直近の大規模改修実施年月 平均居住人員 人 確認者 薄井　芳文

年間使用時間 時間/年 　不動産評価員番号 ふ-000811-24

評価結果
S　ランク；★★★★★ ≧ 78

70.9 /100 合計 A　ランク；★★★★ ≧ 66

（得点　 /　満点） B+ランク；★★★ ≧ 60

B  ランク；★★ ≧ 50

ポイントは小数点第1位までの表示とする

１．エネルギー／温暖化ガス
評価 最大加点 指標 (*は参考値) 評価値

適合 必須項目 ；省エネルギー基準への適合、目標設定、モニタリング、運用管理体制

0.0 根拠等 　一次エネルギー(目標値) 696 MJ/m
2
・年

11.0 20 1.1 使用・排出原単位（計算値）
根拠等 　一次エネルギー(計画値） 695.9 MJ/m

2
・年

　二次エネルギー(*) 71.3 kWh/m
2
・年

　CO2排出量(*) 32.6 kg-CO2/m
2
・年

3.0 5 1.2 使用・排出原単位（実績値） 共用部の評価

根拠等 　一次エネルギー(実績値） 695.9 MJ/m
2
・年

　二次エネルギー(*) 71.3 kWh/m
2
・年

　CO2排出量(*) 32.6 kg-CO2/m
2
・年

4.0 5 1.3 省エネルギー（仕様評価） 専有部の省エネ対策

根拠等 　導入された対策項目数 4.0 項目

3.0 5 1.4 自然エネルギー
根拠等 　利用率 %

21.0 30 合計

２．水
評価 最大加点 指標 評価値

適合 必須項目 ；目標設定、モニタリング、運用管理体制

根拠等 　水使用量（目標値） 192.3 L/m
2
・年

0 2.1 水使用量（計算値） 評価しない

2.0 5 2.2 水使用量（仕様評価）
根拠等 　水使用量（計画値） L/m

2
・年

2.0 5 2.3 水使用量（実績値）
根拠等 　水使用量（実績値） 192.3 L/m

2
・年

4.0 10 合計

３．資源利用／安全
評価 最大加点 指標 評価値

適合 必須項目 ；新耐震基準への適合またはIs値、If値

根拠等 　なし

3.0 5 3.1 高耐震・免震等　 3.1.1と3.1.2の点数の高い方で評価

3.0 3.1.1 耐震性
根拠等

3.0 3.1.2 免震・制震・制振性能
根拠等

3.7 5 3.2 再生材利用率・廃棄物処理負荷抑制 3.2.1と3.2.2の平均で評価する

3.2.1 再生材利用率 ①と②の平均で評価する

3.0 ① 躯体材料
4.0 ② 非構造材料 　リサイクル材品目数(非構造材) 2 品目

4.0 3.2.2 廃棄物処理負荷抑制
根拠等 1）、2）、3）、4）を評価 　取組数 4 ポイント

5.0 5 3.3 躯体材料の耐用年数
根拠等 　経過年数＋今後の想定耐用年数 年

2.5 5 3.4 主要設備機器の更新必要間隔／設備の自給率向上／維持管理／バリアフリー 3.4.1,3.4.2,3.4.3,3.4.4の平均

3.2 3.4.1 主要設備機器の更新必要間隔
根拠等 　更新年数の平均値 17 年

2.0 3.4.2 設備（電力等）の自給率向上
根拠等 　自給率向上の取組数 1 項目

4.0 3.4.3 維持管理
根拠等 　維持管理に関する取組数 10 ポイント

1.0 3.4.4 バリアフリー対策
根拠等

14.3 20 合計

４．生物多様性／敷地
評価 最大加点 指標 評価値

適合 必須項目 ；特定外来生物・未判定外来生物・生態系被害防止外来種を使用しない

根拠等 　なし

10.0 10 4.1 生物多様性の向上
[4.2対象外の時は点数を倍] 根拠等 　②取組表による場合のポイント数 3 ポイント

0.0 0 4.2 土壌環境品質・ブラウンフィールド再生
[対策不要は対象外] 根拠等 　なし

5.0 5 4.3 公共交通機関の接近性
5.0 4.3.1 公共交通機関の接近性　

根拠等 　鉄道駅またはバス停からの距離 5 分圏内

4.3.2 交通結節点への接近性、敷地周辺への配慮　　 評価しない

3.0 5 4.4 自然災害リスク対策
根拠等 　リスクの合計数 3 種類

18.0 20 合計

５．屋内環境

評価 最大加点 指標 評価値

適合 必須項目 ；建築物衛生管理基準の準拠または質問票への適合

根拠等 　なし

5.1 自然利用
1.6

667
3 5.1.1 昼光利用 5.1.1の点数×2/3＋5.1.2の点数×1/3

2.0 5.1.1.1 自然採光
根拠等 　開口率 ％

1.0 5.1.1.2 昼光利用設備
根拠等 　昼光利用設備 種類

1.0 3 5.1.2 通風・排熱
根拠等

2.0 3 5.1.3 眺望・ゆとり
根拠等 　天井高 2.4 m以上

5.2 健康・快適
2.0 2 5.2.1 暑さ・寒さ

根拠等

2.0 2 5.2.2 主要な居室の冷房・暖房
根拠等

2.0 2 5.2.3 化学汚染物質対策・適切換気
根拠等

1.0 2 5.2.4 騒音・遮音
根拠等

2.0 3 5.3 防犯対策
根拠等

13.6 20 合計

オーパスレジデンス銀座イースト

セキュリティーシステムおよびITVカメラ監視を行っている。

外壁断熱・日射遮蔽装置・複層ガラスを採用

冷暖房装置を実装

化学汚染物質を抑える建材を採用している。

特になし

按分採光率：26.4％

特になし

特になし

天井高2.45ｍ　窓設置

質問票への適合

別途計算書による

1）を評価

1）、2）、3）、5）を評価

特になし

外来生物種の採用はない

2）、3）、5）を評価

区域対象外

築地駅まで徒歩5分圏内

リスクの合計数が3種類　対策有

劣化等級3

1）、3）、5）、6）を評価

特になし

目標設定、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ実施、運用管理体制の構築

2）を評価

2022年5月～2023年4月の実績値

新耐震基準への適合

建築基準法に定める耐震性を有する。

特になし

特になし

ビニル床材、ボードに採用

【集合住宅】

2022年5月～2023年4月の実績値

オーパスレジデンス銀座イースト

東京都中央区 2023年9月21日

商業地域、防火地域

共同住宅
2021年1月22日 2023年9月21日

省エネ基準への適合、目標設定、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ実施、運用管理体制の
構築

実績値による評価

1



231211_CASBEE-RE_2021v1.2.1(銀座イースト) 集合住宅評価結果

　建築環境SDGsチェックリスト評価結果

環境性能の特徴

評価機関、評価員記名欄

認証機関記名欄

オーパスレジデンス銀座イースト

・エネルギーの計算値/実績値評価が良い数値となっているため、「エネルギー/温暖化ガス」の項目が高
い点数となっている。

・水の実績値が良い数値となっているため、「水」の項目が高い点数となっている。

・自生種の採用や野鳥が好む樹種をとりいれる計画により「生物多様性/敷地」の項目が高い点数となって
いる。
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１．エネルギー／温暖化ガ

ス

２．水

３．資源利用／安全４．生物多様性／敷地

５．屋内環境

項目ごとの充足率レーダー

* SDG 1,2,10,14,16は他のゴールに集約されています

1 2 3

3（保健）

4（教育）

5（ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ）

6（水・衛生）

7（ｴﾈﾙｷﾞｰ）

8（経済・雇用）

9（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

11（都市）

12（生産・消費）

13（気候変動）

17（実施手段）

15（陸上資源）

2.0

1.5

1.2

1.3

2.0

1.5

1.5

1.7

1.5

1.0

1.0

1.0

1.
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231211_CASBEE-RE_2021v1.2.1(銀座イースト) 建築環境SDGsチェックリスト

建築環境SDGs(不動産)チェックリスト
本評価の実施有無 実施する ←SDGs評価を選択しない場合の選択

本評価で対象とする用途 集合住宅 ←評価する建物の用途の入力(プルダウンメニュー)

ゴール 1.
貧困を
なくそう

ゴール1の内容はゴール12 等に集約されています

ゴール 2.
飢餓をゼロ
に

ゴール2の内容はゴール12 等に集約されています

ゴール 3.
すべての人
に健康と福

1 3-1
快適な室温を確保す
る

建築物衛生管理基準に準拠して室温を管理して
いる

3

2 3-2
適切な換気対策をす
る

建築物衛生管理基準に準拠して室内の浮遊粉じ
ん、一酸化炭素、二酸化炭素を管理している

1

3 3-3
適切な湿度管理をす
る

建築物衛生管理基準に準拠して相対湿度を管理
している

3

4 3-4
室内の空気質につい
て対策する

建築物衛生管理基準に準拠してホルムアルデヒ
ドを管理している

3

5 3-5
禁煙に関して配慮を
する

禁煙または喫煙ブースの設置等、非喫煙者が煙
に曝されないような工夫をしている

（加点する場合には特筆事項を記
入）

対象
外

6 3-6
水回りの衛生を維持
する

水回りの衛生維持に取り組んでいる
〇排水口等の清掃の手順書やマニュアルを用意
〇衛生器具等の汚れ清掃の手順書やマニュアル
を用意

3.4.3維持管理
I-8)水回りの衛生、又はII-7)水回り
の衛生に該当する場合には、加点要
素にチェック

2

7 3-7
室内の明るさを高め
る

自然採光の開口部を積極的に計画し、昼光利用
設備を備えている。

2

8 3-8 遮音性能を確保する
床に遮音対策を講じ、かつ界壁遮音対策を講じ
ている。

1

9 3-9 防犯対策を施す

以下のことを行っている。
○エントランスにセキュリティシステムを設置
○ITVカメラ監視
○日中には常駐監視
○夜間はセキュリティ会社に警報が配信

2

10 3-10
バリアフリー対策を
施す

建築物移動等円滑化基準を満たした上で、全て
の人が不自由なく建築物を利用することができ
る工夫をしている

1

11 4-1
家庭の学習スペース
を整える

以下の取組みに取り組んでいない（該当項目な
し）、取り組んでいる（該当項目1つ）、積極
的に取り組んでいる（該当項目2つ以上）
〇集合住宅の住⼾において、独⽴した学習ス
ペースがある
〇集合住宅の住⼾において、共用スペースの中
に学習スペース・学習コーナーを配置している
〇集合住宅の住⼾において、家族のステージ変
化に合わせて活用できる学習スペースの工夫が
ある
〇集合住宅の共用部に学習スペース・学習コー
ナーがある

1

12 4-2
快適な室温を確保す
る

建築物衛生管理基準に準拠して室温を管理して
いる

3

13 4-3
適切な換気対策をす
る

建築物衛生管理基準に準拠して室内の浮遊粉じ
ん、一酸化炭素、二酸化炭素を管理している

1

14 4-4
室内の空気質につい
て対策する

建築物衛生管理基準に準拠してホルムアルデヒ
ドを管理している

3

ゴール 4.
質の高い教
育をみんな
に

SDGsの
ゴール/

ターゲット

全体
通し
番号

ゴール内
通し
番号

チェック項目 取組内容 得点
取り組んで

いない
取り組んで

いる

積極的に取
り組んでい

る
特筆事項

加点
要素

3/10



231211_CASBEE-RE_2021v1.2.1(銀座イースト) 建築環境SDGsチェックリスト

SDGsの
ゴール/

ターゲット

全体
通し
番号

ゴール内
通し
番号

チェック項目 取組内容 得点
取り組んで

いない
取り組んで

いる

積極的に取
り組んでい

る
特筆事項

加点
要素

15 4-5 遮音性能を確保する
床に遮音対策を講じ、かつ界壁遮音対策を講じ
ている。

1

16 4-6
すべての人が学習を
受けられる環境を整
える

以下の取組に取り組んでいる（該当項目2
つ）、部分的に取り組んでいる（該当項目1
つ）、取り組んでいない（該当項目0）
○入居者への建物の省エネ状況や取組みの通知
○来館者、入居者への建物の省エネ状況や取組
みの表示

1

17 4-7
維持管理における管
理者への教育

館内の環境に関する管理者への職業教育を整備
をしている

館内の環境に関する管理者への職業
教育を整備している場合には、加点
要素にチェック

1

ゴール 5.
ジェンダー
平等を実現
しよう

18 5-1
家事負担を軽減する
子育て・介護等の負
担を軽減する

以下の取組みに取り組んでいない（該当項目な
し）、取り組んでいる（該当項目1つ）、積極
的に取り組んでいる（該当項目2つ以上）
1) 家事負担の軽減・キッチン等の複数人で家事
を行いやすい空間計画（複数の家事動線、複数
人作
業への対応）・洗濯干し導線をコンパクトにす
る工夫（隣接している、同一フロア等）
2) 子育て負担の軽減・乳幼児の事故・けが等に
配慮した建具等・乳幼児に目の届きやすい空間
の配慮
3) 介護負担の軽減・介護時の移動の容易性への
配慮（トイレ、リビング、お出かけ、庭）（建
具の有効幅 3枚引⼾ 段差処理の工夫、介護対応
改修への備え）・介護者が介添えできる空間確
保（トイレ、浴室、ベッド回り等）

1

19 5-2
バリアフリー対策を
施す

建築物移動等円滑化基準を満たした上で、全て
の人が不自由なく建築物を利用することができ
る工夫をしている

1

20 5-3 LGBTに配慮する
以下の取組に取り組んでいる（該当する）、取
り組んでいない（該当しない）
○男女共用型トイレの設置

（加点する場合には特筆事項を記
入）

1

ゴール 6.
安全な水と
トイレを
世界中に

21 6-1 節水機器を採用する
節水型便器を採用している、水栓類の節水を
行っている

【物流】【集合住宅】
2.2水使用量(仕様評価)
1)水栓類の節水に適合する場合に
は、加点要素にチェック

【物流】【集合住宅】
2.2水使用量(仕様評価)
2)節水型便器に適合する場合には、
加点要素にチェック

【集合住宅】
2.2水使用量(仕様評価)
3)節湯器具に該当する場合には、加
点要素にチェック

22 6-2
雨水・雑排水を利用
する

雨水、雑排水の利用に関する取組をしている

【物流】【集合住宅】
2.2水使用量(仕様評価)
3)雨水利用の採用（集合住宅の場合
には、4)雨水利用の採用）に該当す
る場合には、加点要素にチェック

1

23 6-3 雨水の浸透に努める
雨水流出を抑制する工夫をしている（貯留槽、
浸透桝等）

1

24 6-4 土壌汚染を防ぐ
対象敷地の場合、土壌汚染調査、拡散防止計画
の届出、措置を行う。さらに進んで無害化措置
を行う。

対象
外

25 6-5
水回りの衛生を維持
する

水回りの衛生維持に取り組んでいる
〇排水口等の清掃の手順書やマニュアルを用意
〇衛生器具等の汚れ清掃の手順書やマニュアル
を用意

3-6の評価により自動転記 2

1

4/10



231211_CASBEE-RE_2021v1.2.1(銀座イースト) 建築環境SDGsチェックリスト

SDGsの
ゴール/

ターゲット

全体
通し
番号

ゴール内
通し
番号

チェック項目 取組内容 得点
取り組んで

いない
取り組んで

いる

積極的に取
り組んでい

る
特筆事項

加点
要素

26 6-6
給排水設備を維持管
理する

給排水・衛生設備の業務手順書を用意

3.4.3維持管理
I-3)業務手順(またはII-3)手順)におい
て、給排水設備の維持管理業務手順
書を整備している場合には、加点要
素にチェック

1

ゴール 7.
エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

27 7-1
エネルギー使用量を
削減する

空調、換気、照明、給湯、昇降機の使用エネル
ギー量削減に資する取組をしている

1.2

28 7-2
省エネ性能の高い設
備機器・システムを
採用する

省エネ性能の高い設備機器を採用をしている 1

29 7-3
パッシブデザインに
取り組む

以下の取組に取り組んでいる
〇昼光利用（自然採光・昼光利用設備）
〇自然換気性能
〇眺望・視環境

（加点する場合には特筆事項を記
入）

2

30 7-4 創エネに取り組む

以下の取組みに取り組んでいない（該当項目な
し）、取り組んでいる（該当項目1つ）、積極
的に取り組んでいる（該当項目2つ以上）
〇太陽熱利用（温水利用）等
〇太陽光利用（電力利用）等
〇未利用熱利用（地中熱利用/井水利用/河川水
利用ヒートポンプ）等
〇その他（バイオマス、他）

（加点する場合には特筆事項を記
入）

1

31 7-5 蓄エネに取り組む

以下の取組みに取り組んでいない（該当項目な
し）、取り組んでいる（該当項目1つ）、積極
的に取り組んでいる（該当項目2つ以上）
○太陽光発電等と連携する蓄電池
○EV・PHV等の充電設備の設置
○蓄熱槽等の設置

（加点する場合には特筆事項を記
入）

1

32 7-6
エネルギーを管理す
る

以下の取組に取り組んでいる
○エネルギー消費量の目標設定
○モニタリングの実施
○運用管理体制の構築

1エネルギー【必須項目】
②エネルギー消費量の目標設定
③モニタリングの実施
③運用管理体制の構築
の全てに該当する場合、加点要素に
チェック

1

33 7-7
非常時にエネルギー
を確保する

電気設備の信頼性向上に向けた取組をしている
（非常用発電設備・無停電電源設備を備えてい
るか、地下空間への設置を避けているか等）

2

34 7-8
ZEH、ZEB化に取り組
む

以下の取組みに取り組んでいない（該当項目な
し）、取り組んでいる（該当項目1つ）
○ZEB Ready以上の取組みがなされている（集
合住宅は対象外）

対象
外

35 7-9
カーボンニュートラ
ルに向けて取り組む

地球温暖化対策に関する取組をしている
（加点する場合には特筆事項を記
入）

1.2

ゴール 8.
働きがいも
経済成⻑も

36 8-1
知的生産性を高める
場を創る

以下の取組に取り組んでいる（該当項目2つ以
上）、部分的に取り組んでいる（該当項目1
つ）、取り組んでいない（該当項目0）
○知的生産性を高めるという観点を考慮して計
画・整備した作業スペースの有無
○フォーマル、インフォーマルなコミュニケー
ションのスぺースの有無
○リフレッシュスペース等の確保

（加点する場合には特筆事項を記
入）

対象
外

37 8-2
快適な室温を確保す
る

建築物衛生管理基準に準拠して室温を管理して
いる

3

38 8-3
室内の明るさを高め
る

自然採光の開口部を積極的に計画し、昼光利用
設備を備えている。

2
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SDGsの
ゴール/

ターゲット

全体
通し
番号

ゴール内
通し
番号

チェック項目 取組内容 得点
取り組んで

いない
取り組んで

いる

積極的に取
り組んでい

る
特筆事項

加点
要素

39 8-4
適切な換気対策をす
る

建築物衛生管理基準に準拠して室内の浮遊粉じ
ん、一酸化炭素、二酸化炭素を管理している

3

40 8-5
室内の空気質につい
て対策する

建築物衛生管理基準に準拠してホルムアルデヒ
ドを管理している

3

41 8-6 遮音性能を確保する
床に遮音対策を講じ、かつ界壁遮音対策を講じ
ている。

1

42 8-7
建築躯体等を継続し
て使用する

既存建築躯体を再利用している

3.2.1再生材利用率・地域材・木材利
用
①躯体材料におけるリサイクル材の
使用
→既存建築躯体を使用している場合
には、加点要素にチェック

1

43 8-8
躯体材料においてリ
サイクル材を使用す
る

構造耐力上主要な部分にリサイクル材資材を用
いている

1

44 8-9
躯体材料以外におい
てリサイクル材を使
用する

躯体材料以外の部分にリサイクル材資材を用い
ている

3

45 8-10
持続可能な森林から
産出された木材を使
用する

持続可能な森林から産出された木材を使用して
いる

3.2.1再生材利用率・地域材・木材利
用
①躯体材料において、木材利用によ
り加点にする場合に、加点要素に
チェック

3.2.1再生材利用率・地域材・木材利
用
②非構造材料において、木材利用に
より加点にする場合に、加点要素に
チェック

46 8-11 躯体材料を⻑く使う 躯体の耐用年数を⻑く設定している 3

47 8-12 自然災害に耐える

以下の取組に取り組んでいる
○ハザードマップ等により、敷地のハザードを
確認
○リスクがある場合の対策を講じている（水
害、液状化、津波、地震動、斜面災害、落雷）

2

ゴール 9.
産業と
技術革新の
基盤を
つくろう 47 9-1

エネルギーに関する
最新の技術を採用す
る

以下の取組に取り組んでいる（該当項目3つ以
上）、部分的に取り組んでいる（該当項目1つ
or2つ）、取り組んでいない（該当項目0）
○太陽光発電の工夫
○燃料電池の工夫
○蓄電池の工夫
○その他

（加点する場合には特筆事項を記
入）

1

48 9-2
リフレッシュスペー
スを確保する

快適なオフィス生活に必要なリフレッシュス
ペース等の工夫をしている

（加点する場合には特筆事項を記
入）

対象
外

49 9-3
コミュニケーション
スペースを確保する

以下の取組みに取り組んでいない（該当項目な
し）、取り組んでいる（該当項目1つ）、積極
的に取り組んでいる（該当項目2つ以上）
○知的生産性を高めるという観点を考慮して計
画・整備した集中しやすいスペースの有無
○知的生産性を高めるという観点を考慮して計
画・整備したフォーマルなコミュニケーション
スペースの有無
○知的生産性を高めるという観点を考慮して計
画・整備したインフォーマルなコミュニケー
ションスペースの有無

（加点する場合には特筆事項を記
入）

対象
外

50 9-4
レジリエントデザイ
ンの導入

設備（電力等）の自給率向上に関する取組みを
行っている

1

51 9-5
主要設備機器を⻑く
使う

主要設備機器の更新・交換などの必要間隔を⻑
くするための工夫をしている

2

1
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SDGsの
ゴール/

ターゲット

全体
通し
番号

ゴール内
通し
番号

チェック項目 取組内容 得点
取り組んで

いない
取り組んで

いる

積極的に取
り組んでい

る
特筆事項

加点
要素

52 9-6
敷地のハザードを確
認し、情報を共有す
る

以下の取組に取り組んでいる
○ハザードマップ等により、敷地のハザードを
確認
○リスクがある場合の対策を講じている（水
害、液状化、津波、地震動、斜面災害、落雷）

2

ゴール 10.
人や国の
不平等を
なくそう ゴール10の内容はゴール5 等に集約されています

自然採光の開口部を積極的に計画し、昼光利用
設備を備えている。

建築物衛生管理基準に準拠して室内の温度、湿
度、浮遊粉じん、一酸化炭素、二酸化炭素を管
理している

主要設備機器の更新・交換などの必要間隔を⻑
くするための工夫をしている。修繕・更新費の
平準化に資する取組

3.4.1主要設備の更新必要間隔
⻑期保全計画書を作成している場合
は、加点要素にチェック

54 11-2 交通負荷を抑える 建物の利用者が公共交通機関を利用している 3

55 11-3
雨水・雑排水を利用
する

雨水、雑排水の利用に関する取組をしている 6-2の評価により自動転記 1

56 11-4 土壌汚染を防ぐ
対象敷地の場合、土壌汚染調査、拡散防止計画
の届出、措置を行う。さらに進んで無害化措置
を行う。

対象
外

57 11-5
主要設備機器を⻑く
使う

主要設備機器の更新・交換などの必要間隔を⻑
くするための工夫をしている

（加点する場合には特筆事項を記
入）

2

58 11-6
レジリエントデザイ
ンの導入

設備（電力等）の自給率向上に関する取組みを
行っている

1

59 11-7
敷地のハザードを確
認する

以下の取組に取り組んでいる
○ハザードマップ等により、敷地のハザードを
確認
○リスクがある場合の対策を講じている（水

2

60 11-8 防犯対策を施す

以下のことを行っている。
○エントランスにセキュリティシステムを設置
○ITVカメラ監視
○日中には常駐監視
○夜間はセキュリティ会社に警報が配信

2

61 11-9 生物環境を守る
生物環境の保全と創出に関する配慮をしている
（生物環境）

4.1生物多様性の向上
①評価・認証の取得(レベル4以上)に
該当する場合には、加点要素に
チェック

②取組み表による評価
1)自然資源の保全に該当する場合に
は、加点要素にチェック

②取組み表による評価
2)種の多様性の保全に該当する場合
には、加点要素にチェック

②取組み表による評価
5)生物資源の管理と利用に該当する
場合には、加点要素にチェック

62 11-10
環境配慮建築のラベ
リング・認証を活用
する

環境配慮建築を示すラベリング・認証制度を積
極的に活用し、取得している、または取得予定
である。
（CASBEE-不動産、CASBEE-建築、CASBEE
ウェルネスオフィス、BELS、ZEBのいずれか
の認証）

（加点する場合には特筆事項を記
入）

1

1

1.3353 11-1

ローコスト化、ラン
ニングコストの低減
に向け、環境性能を
確保する

ゴール 11.
住み続け
られる
まちづくり
を
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SDGsの
ゴール/

ターゲット

全体
通し
番号

ゴール内
通し
番号

チェック項目 取組内容 得点
取り組んで

いない
取り組んで

いる

積極的に取
り組んでい

る
特筆事項

加点
要素

ゴール 12.
つくる責任
つかう責任

63 12-1 躯体材料を⻑く使う 躯体の耐用年数を⻑く設定している 3

64 12-2 自然災害に耐える

以下の取組に取り組んでいる
○ハザードマップ等により、敷地のハザードを
確認
○リスクがある場合の対策を講じている（水

2

65 12-3
持続可能な森林から
木材を調達する

持続可能な森林から産出された木材を使用して
いる

8-10の評価により自動転記 1

66 12-4 定期点検
維持管理において環境配慮の取組みを行ってい
る

3

67 12-5
地域資源の活用に取
り組む

地域性のある素材の使用（構造材、内装材、外
装材、外構等へ）に関する工夫をしている

地域性のある素材の使用（構造材、
内装材、外装材、外構等）を行って
いる場合には、加点要素にチェック
する

1

68 12-6
建築躯体等を継続し
て使用する

既存建築躯体を再利用している 8-7の評価により自動転記 1

69 12-7
躯体材料においてリ
サイクル材を使用す
る

構造耐力上主要な部分にリサイクル材資材を用
いている

8-8の評価により自動転記 1

70 12-8
躯体材料以外におい
てリサイクル材を使
用する

躯体材料以外の部分にリサイクル材資材を用い
ている

8-9の評価により自動転記 3

71 12-9 節水機器を採用する
節水型便器を採用している、水栓類の節水を
行っている

6-1の評価結果により自動転記 1

72 12-10
廃棄物の発生を抑え
る

建物運用時における廃棄物の発生抑制、分別措
置、減容・減量化の取組をしている

（加点する場合には特筆事項を記
入）

3

73 12-11
エネルギーを管理す
る

以下の取組に取り組んでいる（該当項目1つ以
上）、取り組んでいない（該当項目0）
○エネルギー消費量の目標設定
○モニタリングの実施
○運用管理体制の構築

7-6の評価により自動転記 1

74 12-12
汚水を正しく処理す
る

給排水・衛生設備の業務手順書を用意 1

75 12-13 土壌汚染を防ぐ
対象敷地の場合、土壌汚染調査、拡散防止計画
の届出、措置を行う。さらに進んで無害化措置
を行う。

11-4の評価により自動転記
対象
外

76 12-14
カーボンニュートラ
ルに向けて取り組む

地球温暖化対策に関する取組をしている 7-9の評価により自動転記 1.2

77 13-1
カーボンニュートラ
ルに向けて取り組む

地球温暖化対策に関する取組をしている 7-9の評価により自動転記 1.2

78 13-2
周辺の熱的影響を低
減する

生物環境の保全と創出に関して配慮している
（緑地）

4.1生物多様性の向上
①評価・認証の取得(レベル4以上)に
該当する場合には、加点要素に
チェック

②取組み表による評価
1)自然資源の保全に該当する場合に
は、加点要素にチェック

②取組み表による評価
4)トータルの緑地規模に該当する場
合には、加点要素にチェック

79 13-3
快適な室温を確保す
る

建築物衛生管理基準に準拠して室温を管理して
いる

3-1の評価により自動転記 3

以下の項目に積極的に取り組んでいる（該当項
目2つ以上）、取組んでいる（該当項目1つ）、
取組んでいない（0項目）
○今後増大する可能性のある強風被害に対する

ゴール 13.
気候変動に
具体的な
対策を

1
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SDGsの
ゴール/

ターゲット

全体
通し
番号

ゴール内
通し
番号

チェック項目 取組内容 得点
取り組んで

いない
取り組んで

いる

積極的に取
り組んでい

る
特筆事項

加点
要素

81 13-5
敷地のハザードを確
認し、情報を共有す
る

以下の取組に取り組んでいる
○ハザードマップ等により、敷地のハザードを
確認
○リスクがある場合の対策を講じている（水
害、液状化、津波、地震動、斜面災害、落雷）

9-6の評価により自動転記 2

82 13-6
レジリエントデザイ
ンの導入

設備（電力等）の自給率向上に関する取組みを
行っている

9-4の評価により自動転記 1

ゴール 14.
海の豊かさ
を守ろう

ゴール14の内容はゴール12 等に集約されています

83 15-1
敷地内を積極的に緑
化する

建築が生物環境の保全と創出に関して配慮して
いる

4.1生物多様性の向上
①評価・認証の取得(レベル4以上)に
該当する場合には、加点要素に
チェック

②取組み表による評価
1)自然資源の保全に該当する場合に
は、加点要素にチェック

②取組み表による評価
4)トータルの緑地規模に該当する場
合には、加点要素にチェック

84 15-2 土壌汚染を防ぐ
対象敷地の場合、土壌汚染調査、拡散防止計画
の届出、措置を行う。さらに進んで無害化措置
を行う。

11-4の評価により自動転記
対象
外

85 15-3
持続可能な森林から
木材を調達する

持続可能な森林から産出された木材の使用に関
する工夫をしている

8-10の評価により自動転記 1

86 15-4
地域資源の活用に取
り組む

地域性のある素材の使用（構造材、内装材、外
装材、外構等へ）に関する工夫をしている

12-5の評価により自動転記 1

ゴール 16.
平和と公正
をすべての
人に ゴール16の内容はゴール12 等に集約されています

87 17-1
持続可能な生産体制
の整った建材等の調
達に取り組む

持続可能な森林から産出された木材を使用して
いる

8-10の評価により自動転記 1

88 17-2
良好なパートナー
シップ

以下の取組に取り組んでいる
○建物関係者による省エネパートナーシップ

（加点する場合には特筆事項を記
入）

1

（加点する場合には特筆事項を記
入）

180 13-4
耐風・飛来物対策、
水害対策、土砂災害
対策をする

備えを行っている（建築基準法以上の設計、合
わせガラス・雨⼾・シャッター等の開口部の飛
来物対策）
○今後増大する可能性のある水害に対する備え
を行っている（被災の可能性が低い地域、電気
設備等の配慮、避難方法の確認）
○今後増大する可能性のある土砂災害に対する
備えを行っている （被災の可能性が低い地
域、避難方法の確認）
○災害時の高齢者等弱者の避難への対応（余裕
を持った避難勧告の実施、移動方法、薬等の準
備 等）

ゴール 17.
パートナー
シップで目
標を達成し
よう

ゴール 15.
陸の豊かさ
を守ろう

1
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りません。その場合、この評価ソフトを利用した旨を明記し
てください。なお、パソコンの画面画像を使用する場合には、
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ください。

6) この評価ソフトの仕様および操作マニュアルの記載事項
は、将来予告なしに変更することがあります。

7) この評価ソフトは Microsoft Excel 2016 で作成されたも
のであり、全てのコンピューター上での動作を保障するも
のではありません。
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